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�e Salt of the Earth, �e Light of the World
地 の 塩 、世 の 光

（マタイによる福音書　第5章 13～16節より）
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それゆえ、信仰と、希望と、愛、
この三つは、いつまでも残ります。

その中で最も大いなるものは、愛です。
（コリントの信徒への手紙 一 13章13節）

2020年度 卒園式
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教育現場からの報告　　2021年度を振り返って

　今年度も新型コロナウィルス感染拡大の影響で、
制約の多い学校生活を過ごしました。ただ、前年度
に比べて今年度は校医先生ともよく相談しながら、
少しずつでも、できる限りコロナ以前の生活に戻して
きました。
　2学期当初2週間の分散登校（オンライン授業併
用）を除けば、45分間の授業は確保でき、定期試験
も滞りなく実施できました。運動会や中等部祭も可能
な範囲で生徒や担当教員が知恵を絞り、さらに充実
したものができました。
　一方宿泊行事については、2年裏磐梯キャンプは
前年に引き続き中止、前年も中止せざるを得なかっ
た3年沖縄旅行は通常の5月末から8月末に予定を
変更しましたがその時期には実施できず、2月末に
行き先を関西に代えて予定しています（2022年1月
現在）。寝食を共にすることで学べるものはたくさん
あり、裏磐梯キャンプに行けなかった3年生（73期）に
ぜひ旅行を実施させたいと願っています。
　全学年テレビ礼拝だった毎日の礼拝は、10月下旬
から1学年ずつの対面礼拝（他学年はテレビ礼拝）
を開始しました。授業や食事をする教室ではない空
間＝礼拝堂での礼拝は神様に向かう姿勢が違いま
す。落ち着いた心で神様と向き合うことができます。
　神様もそのような礼拝を望んでくださっているはず
です。全学年が礼拝堂に集えることを心から祈るば
かりです。
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　時勢柄制
限が多い中
でも、よりよい
学生生活の
ために学生
や教員それ
ぞれが工夫と
思いを重ね、
豊かな学び
のある一年と
なりました。

授業では直接的な体験ができるような工夫がな
され、本科生と専攻科生はそれぞれの課題に
向き合いながら学びを深めていました。今を嘆く
のではなく何ができるか、仲間と考え新たに創り
出す学生たちの姿が見られました。
　授業外においても学生が楽しみを見つけら
れるよう、卒業生である学科研究室の職員たち
が常に考え、学生生活が彩り豊かになりました。
写真は壁面をアドベントカレンダーにしたもので
す。
　そして、女子短期大学ラストイヤーである今
年度、卒業生はじめ女子短期大学に関わった
方々が短大のことを思い、声を寄せ、祈ってくだ
さったことも私どもの大きな支えとなりました。
　断続的にオンライン授業となり、その時々で柔
軟に対応していくことが求められた一年でした
が、神様が試練の中から切り抜ける力を与えて
くださったように思います。
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女子短期大学
　2020年度同様、コロナ禍に翻弄された一年だった。そ
の中でも二学期には一学年ずつとはいえ、PS講堂での
礼拝をおこなうことができたのは幸いだったと思う。生き
た謦咳にふれることができなかったのは残念なことでは
あったが、一学期にはアスリートのキリスト者をお招きし、
映像での配信という形で、伝道週間を持つことができた。
　宿泊行事（夏季グリーンキャンプ、冬季ホワイトキャン
プ）も、感染症の拡大から宿泊は断念せざるを得なかっ
たが、夏は一日奥多摩の「バイブルシャレ―」で、聖書の
御言葉に触れ、またレクリエーションも行うことができ、とて
も楽しい一日を過ごすことができた。
　年始に行われた3年生対象のホワイトキャンプでは高
等部校舎で一日、バイブルシャレ―で一日と宿泊こそでき
なかったが、それぞれ日帰りで二日間の充実したキャンプ
を行うことができたことは誠に恵みだった。
　そのほか、特別礼拝では堀井ローレンさんを久しぶり
にお呼びし、映像の配信とはいえ、ますます磨きのかかっ
た美しい歌声を生徒とともに聞きながら、礼拝を捧げるこ
とができたことは幸いなことであった。
　二学期の伝道週間も映像の配信だったが、パラリン
ピックの年ということもあり「傍らに寄り添う」と題してカウ
ンセラーやACEFの方、盲導犬ユーザーの3名の方を
お迎えし、それぞれのご経験から語られる神の恵みの
証しは貴重な体験だった。
　オンライン授業期間も何度かあったが、その時は2020
年度と同じく、先生方に短い黙想を書いていただき、それ
を同じ時間にそれぞれの場所で「メディテーションタイム」
を行って、充実した時を過ごすことができた。
　最後に、クリスマス礼拝は思い切って2部入れ替えと
し、特にお願いして陣内大蔵先生の賛美を、生演奏で
聞くことができたのは望外の僥倖であり、生徒も非常に
感動していた。このような機会を与えてくださった神様の
お導きに感謝したい。
　繰り返しになるが、全体に非常に窮屈な状態で礼拝を
受けざるを得なかったことは前年度同様だった。が、教
職員・生徒が知恵を出し合って、また支え合って、例年に
も増した充実した一年であったことは、来年度につなが
る自信と希望になるであろう。
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　今年度も、新型コロナウイルス感
染症の拡大により、園児の安全を
考え、保育内容を工夫することや、
様々な行事を縮小することを決断
せざるを得ない状況がありました。
先の見えない毎日の中でも祈り求
め続け、私たちにできることは何か
と考え、神さまに知恵をいただいて
歩んだ1年でした。
　幼稚園では毎朝、子どもたちが
登園する前に教職員全員が揃い、
祈ることから1日が始まります。園長、
教員、事務職員、養護教諭と保育
現場での役割は異なりますが、神さ
まに仕える者として、“幼稚園の子ど
もたちのために”、という想いは皆同
じです。
　困難に思える状況の中であって
も、祈りの中で神さまの応えを待ち、
聖霊の働きに気付くことができる私
たちでありたいと願います。
　これからも神さまの愛の中で生き
る安心と喜びを子どもたちと分かち
合い、祈りの力に励まされて、慰めら
れて、強められて、毎日を歩んでまい
ります。
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　2020年度から初等部の礼拝でもコロナ
対応をしています。コロナ禍前のように礼拝
堂に全児童揃い、祈りをささげることが難し
い日々 が続いています。そのため、礼拝奨励
者が事前に録画したメッセージを各クラスの
画面で視聴しながら礼拝を守ってきました。
奨励者は礼拝堂のような広い空間では見
せても伝えづらい絵や写真や本を用意し、
礼拝奉仕の録画をしてきました。「コロナ禍
でもできること」を探し出し、子どもたちの心
にみ言葉が伝わるように努めてきました。
　2021年11月、コロナ感染者数が少なく
なったため、礼拝堂で1学年、それ以外の学
年は教室の画面の前でハイブリッド礼拝を
守ることにしました。またこの頃から讃美歌
を小さな声で賛美する礼拝が守れるように
なりました。ICTに詳しい教員が中心となっ
て、礼拝を各クラスに生中継をし、全児童が
同じ時間に礼拝を守れるようになりました。
　12月、クリスマス讃美礼拝では青山学院
講堂で全児童揃って礼拝を守ることがで
きました。2020年2月以来の全児童が同じ
空間で賛美をした礼拝になりました。2022
年度、一日も早く礼拝堂で全校児童が揃
い、讃美や祈りを献げられることを願ってい
ます。
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幼稚園 初等部 　前年度に続い
てコロナ禍で始
まった2021年度で
したが、感染対策
を行いつつ、前期
と後期の授業実
施日に、青山と相
模原の両キャンパ
スで礼拝は捧げ
られました。緊急

事態宣言中やチャペル・ウィークの時は、礼拝堂
に集まった学生たちや教職員だけでなく、学内限
定で行われた礼拝のLive配信によって、多くの
方 と々一緒に礼拝を守ることが出来ました。特に
宗教センター職員の皆様のご尽力に、心より感謝
致します。
　青山学院は今年度、9月23日から10月2日まで
を ”Aoyama Gakuin GLOBAL WEEK”と設定
しました。大学でもこの期間、SDGsに関連する聖
書箇所に基づいて礼拝説教が行われました。
　11月から1月にかけては、両キャンパスで「レク
チャー・コンサート」が開催されました。バッハ・コレ
ギウム・ジャパンの鈴木雅明氏を始め、クリスチャ
ンの優れた音楽家の方々をゲストとしてお迎え
し、素晴らしい演奏とお話に心を動かされました。
　2月の上旬には、昨年に続いて第2回目の「リー
ダーシップ・カレッジ」が開催されました。これは宗
教センター所属の４団体（ACF、聖歌隊、ハンド
ベルクワイア、ゴスペルクワイア）や各学部のキリ
スト教推薦入学生会の次期リーダーを養成する
ために企画された研修会です。
　すべてをご紹介することは出来ませんが、コロ
ナ禍にあっても、様々な行事が開催されました。
キャンパス・ミニストリーの業が、これからも力強く
前進することを祈り願います。
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　COVID-19によるパンデミックが続いています。日々困難な生活を余儀なくされ、いのち
をおびやかされている方 を々覚え、祈りたいと思います。 
　今年もまた卒業のシーズンを迎えました。青山学院を巣立つ一人ひとりが、これからの
人生においても、世界でただひとりのわたしであるという自己の尊厳を大切に、そして神さま
から与えられているいのちの賜物を他者のために用いることができますようにと祈ります。

（中等部教諭　野間口 カリン）


